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が得られた。こうして、最ึの㟁ヰを受けてから䬀か 100 日間で、┘ど機ჾ『࢞レキⅆ⅏見ᙇるྩ』(ᅗ

㸵)が、ᕷ内全㸱ࣨᡤの⨨き場に配⨨され、ⅆ⅏ண㜵┘どを㛤始し、現ᅾまでⅆ⅏は発生していない。 

 

㸦㸰）『࣐ッチングಁ㐍プログラ࣒の⏦ㄳ相ㄯ』 －JST᚟⯆ಁ㐍センターー 

 㹈㹑㹒᚟⯆ಁ㐍事業は、௒年㸦ᖹᡂ 24 年）4 ᭶にスタートしたࡤかりである。その中の目⋢は࣐͆ッ

チングಁ㐍 と͇いࢃれる➇த的資金プログラ࣒で、被⅏ᆅ௻業のࢽーࢬを全ᅜの大学等のࢩーࢬでゎỴす

ることにより、被⅏ᆅ域の᚟⯆に⧅ࡆようとするものである。このプログラ࣒では、͆ ッチングプラン࣐

ーࢼ 㸦͇⚾もその一ဨ）が、⏘学の࣐ッチングと᥇ᢥᚋのステアリングを果たす役๭を持っている。 

 ௒ᅇの事౛は、被⅏ᆅの中ሀ௻業が、「㟁ụ関連の⿦⨨㛤発」の⏦ㄳ相ㄯに来た時の、指㔪㸯）͆ ᩘ年ᚋ

でもᕪ別化できる、高いඃ఩性を持つ目ᶆ [͇目ᶆタ定]と、㸰）͆ 学は一⯡ゎ㸦ᬑ㐢ゎ）の๰出が౑࿨ [͇⏘

学࣐ッチング]に関するものである。 

 

 「現ᅾ、他社に㐜れをྲྀっているので、とりあえず㏣いつきたいのです」と、⏦ㄳ相ㄯに来た部㛗は、

㐲慮がࡕに語った。「この分㔝は᭷望ᕷ場なだけに➇தもཝしく、この計画のままでは㸱年ᚋには➇合他

社はもっとඛに行っているから、いつまで⤒っても㏣いつかないですよ」とヰすと、「そࢇなことゝࢃれ

ても、ᙜ社のຊでは、㡹ᙇってもここまでですよ」という㏉事だった。「このプログラ࣒⏦ㄳを機に、現

状ᘏ㛗ではなく、㸱年ᚋにグローバルで຾てる目ᶆを❧て、それにᚲ要な学のࢩーࢬを新たに᥈すࢇです

よ。知ᕫがあろうが↓かろうが、本ᙜにᚲ要なேをこのプロジ࢙クトにධれない㝈り、ᡂຌはありえない

し、ᚚ社の明日は↓いですよ。」ときっࡥりゝうと、「そこまではっきりゝࢃれて、௒までもやもやしてい

たものが、スッキリしました。㡹ᙇってやって見ます」とᖐっていった。それから部㛗は、ᩘ日間࡯とࢇ

どᐷずに、຾てる目ᶆを❧て、その㐩ᡂにᚲ要な方策をᚭᗏ的に考えᑾくし、それに相ᛂしいࢩーࢬを持

つ研究者を調࡭上ࡆ、「このᢏ⾡を持っている、このඛ生が参画してくれたら຾てる」とまで確ಙした上

で、全く知ᕫの↓い本࿨をཱྀㄝきに、自ら、యᙜたりで、新₲や༓ⴥまで出かけて行った。ึめは᩿られ

かけたがあきらめず、自分のᛮいを語り続けた。その⇕意にᢲされたのか、本࿨の 2ྡともに、最ᚋは参

画をᛌㅙした。さらに᥇ᢥがỴまる๓に、社㛗をㄝ得して、社内で㸳ྡのプロジ࢙クトを発足させ、㛤発

を始めたところ、᪩㏿ၟㄯも来出したと。そして、この意ḧと自ಙが、「㠃᥋評価」でも高く評価され、

見事、᥇ᢥがỴまった。この 2ࣨ᭶で別ேになった部㛗がこれから正ᘧに始まるプログラ࣒を⋡いていく

のが楽しࡳである。 

 

㸺最ᚋに㸼 

 ⚾は、「ၟရにならないᢏ⾡は、本≀ではない」とᛮっている。ᴟ論過ぎるとᢈุも受けるが、͆ ᢏ⾡͇

とྡの௜く௨上、社会でᐇ㝿役に❧つものでなけれࡤならない。役に❧つ㸻ᐇ用化には、「ၟရ」として、

または「ᐇ⿦」され、ୡの中で౑ࢃれなけれࡤならない。「ၟရ」や「ᐇ⿦」に⮳らなけれࡤ、⏘業の⯆

㝯も、被⅏ᆅの┿の᚟⯆もあり得ない。௒ᚋも、ᐇ用化㸻ၟရとなるᢏ⾡を๰り上ࡆる、͆ Ỉඛ᱌内ே͇

として、ここでᥖࡆた活動指㔪のୗ、コーディネータ活動を行っていくᡤᏑである。また、この活動指㔪

は、ඖ来、B to Bの⤒験๎であるが、おそらく、B to Cにも多くのことがᙜてはまるとᛮっている。 

 

 ここで、“⏘学連ᦠのある࡭きጼ͇について、㹈㹑㹒プラザᐑᇛの時から㆟論を続け、௒ᅇのᅗに⧳め

ていただいた、同じ㹈㹑㹒࣐ッチングプランࢼーの☾Ụ‽一Ặに感ㅰ⏦し上ࡆます。 

௨上 

２㹂㸮㸲 

⏘学連ᦠにおけるコーディネータの活動事౛について 
㹼JST イノ࣋ーࣙࢩンプラザ石川、JST᚟⯆ಁ㐍センター㒆山事務ᡤでの活動を通じて㹼 

 
 （Ώ㑓 ༤బ㸦㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構 JST᚟⯆ಁ㐍センター・㒆山事務ᡤۑ

 

 
㸯㸬はじめに 

  1996年に科学ᢏ⾡᣺⯆事業ᅋ(JST)がタ❧され、ᆅ域研究㛤発ಁ㐍ᣐⅬᨭ᥼事業㸦RSP）が発足。2003

年 10᭶ 1日に、⊂❧行ᨻ法ே化され、現ᅾの⊂❧行ᨻ法ே科学ᢏ⾡᣺⯆機構(JST)となった。 

JST ではᆅ域科学の᣺⯆によるイノ࣋ーࣙࢩン๰出を目的に 2001 年 11 ᭶に、石川、大㜰、ᗈᓥ、⚟

ᒸに、活動ᣐⅬとして「研究ᡂ果活用プラザ」を㛤タ、そのᚋ、㡰ḟᣐⅬᩘを増やし、2006年までに全

ᅜ 16 ࣨᡤにプラザ、ࢧテライトをタ⨨、2007 年ᗘには「イノ࣋ーࣙࢩンプラザ、ࢧテライト」とᨵ⛠

した。JST では大学などの研究機関のᨭ᥼、およࡧᆅ域௻業のࢽーࢬを研究機関のࢩーࢬでゎỴし、新

しい⏘業の๰出をᅗる࡭く、そのためのྛ種ᨭ᥼プログラ࣒を用意し、ྛ プラザ、ࢧテライトを通じて、

様々な工夫をຍえつつ、多ᙬな活動を行いᆅ域の科学ᢏ⾡᣺⯆に㈉献してきた。しかしながら 2009 年

11᭶の行ᨻๅ新会㆟事業仕分けの結果を受けプラザ・ࢧテライトは 2012年 3᭶に㛢㤋となった。 

➹者は 2007 年 5᭶より 2012 年 3᭶までプラザ石川に໅務し、科学ᢏ⾡コーディネータとして⏘学連

ᦠの᥎㐍ᨭ᥼に様々なྲྀり⤌ࡳを行ってきた。 

一方、2011 年 3 ᭶ 11 日のᮾ日本大㟈⅏の発生を受け、㟈⅏からの᚟ᪧ・᚟⯆を⏘学ᐁ連ᦠによりᨭ

᥼する目的で、JST が 2012 年 4᭶ 1日に新たに「JST᚟⯆ಁ㐍センター」を㛤タ、⚟ᓥ、ᐑᇛ、ᒾ手の

3┴にそれぞれ、㒆山事務ᡤ、௝ྎ事務ᡤ、┒ᒸ事務ᡤをタ⨨し、᚟⯆ಁ㐍プログラ࣒を㛤始した。 

➹者は 2012 年㸲᭶より㒆山事務ᡤに࣐ッチングプランࢼーとして໅務し、現ᅾは⏘学連ᦠによる被

⅏ᆅ域の⏘業᣺⯆を目的にᨭ᥼活動を行っている。 

ここでは、➹者のプラザ石川時代の「コーディネータ」活動、およࡧ新たに⤌⧊された᚟⯆ಁ㐍セン

ターでの「࣐ッチングプランࢼー」活動の事౛を⤂௓しつつ、⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ等の役๭など

を考えてࡳたい。 

 

㸰㸬イノ࣋ーࣙࢩンプラザ石川での活動 

 ඛに㏙࡭たように、໭㝣 3┴㸦⚟井┴、石川┴、ᐩ山┴）を主たる活動ᆅ域として発足したが、2006

年 11 ᭶にࢧテライト⁠㈡が㛤タされたᚋは、その範ᅖは、石川┴、ᐩ山┴に⦰ᑠされた。୧┴の⏘業

構造を見ると、〇造業の๭合が高く、機Ე(⏘業機Ე）、⧄⥔、〇⸆、⣲ᮦຍ工などが活発なᆅ域である。 

 ➹者は、合⧄関ಀのẸ間௻業で㛗年研究㛤発を担ᙜし、そのᚋၟရ㛤発、ᕷ場㛤発業務を⤒て、自社

と学を結ࡧ௜ける⏘学連ᦠをも担ᙜしていた。2007年 3᭶に㌿㌟をỴ意し、JSTのເ集にᛂເし、イノ

ンプラザ石川の「科学ᢏ⾡コーディネータ」として᥇用された。㛢㤋までのࣙࢩー࣋ 4 年 11 ケ᭶間、

化学㸻⧄⥔高分子化学を主たるᑓ門分㔝とし、バイ࣐࢜ス、アグリバイ࢜分㔝࡬も範ᅖをᣑࡆ、コーデ

ィネート、࣐ッチング活動を通して໭㝣のᆅでおୡヰになった。 

ゝうまでも↓く、໭㝣は᫇から⧄⥔関連⏘業の┒ࢇなᆅ域である。日本のྛ合⧄࣓ーカーもその༠ຊ

工場、あるいはຍ工工場を໭㝣に多ᩘ᭷しており、その系ิもはっきりしたものであった。しかし、中

ᅜをはじめとする新⯆ᅜの㏣い上ࡆで、その系ิそのものもゎ消し始め、最㐺コストで最㐺⣲ᮦを系ิ

にᣊらずに㉎ධし、ຍ工する〇ရసりがᙜたり๓となっている。そのような中ᑠの⧄⥔ຍ工業者が自分

の得意とするຍ工ᢏ⾡をᥦ౪しあい、ၟရを㛤発し、ᕷ場࡬኎り出すというような、༠同事業を目指し

たクラスターもᙧᡂされている。㸦౛㸸ᮾレ合⧄クラスター）一方、中部⤒῭⏘業ᒁ・໭㝣ᨭᒁも、3┴

⧄⥔クラスターを❧ࡕ上ࡆ、⚟井┴はᕷ場㛤ᣅ、石川┴はேᮦ⫱ᡂ、ᐩ山┴は研究㛤発・・と分担をỴ

めᚋᢲしした時ᮇもあった。 

 このᆅ域で、ࢩーࢬの源となる、⧄⥔関連の研究を行っているのは、⚟井大学工学部の中の一部のࡳ

であり、ᚋは、ྛ┴の工業ᢏ⾡センターの中に⧄⥔関連の研究部門を᭷しているのࡳである。ࢩーࢬ、

・・ッチングも自ずから㝈られてくる。これをᡴ◚しないと、このᆅの⧄⥔⏘業の発展はない࣐のࢬーࢽ

と考え、「ձ໭㝣ᆅ༊の⧄⥔関連௻業࡬の、最新の情報ᥦ౪ ղ全ᅜの⧄⥔研究ࢩーࢬの⤂௓・・これ

らによってᆅ域を㊬いだ活動をす࡭きだ」との、結論に฿㐩した。そこで、JST 本部の஢ゎを得て、ඛ
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ずは「⧄⥔࢛ࣇーラ࣒」というᙧで、最新の情報をᥦ౪することから始めた。 

 ⧄⥔⏘業では、ඛにも㏙࡭たとおり、新⯆ᅜの㏣い上ࡆで、定␒ရには຾負の㨩ຊは↓く、高௜ຍ価

್ရ、高機能ရもしくは⏘業用㏵にまだ㛤発の㨩ຊがあることがุっていたので、自㌟の⤒験もྵめ、

ඛずはそこからྲྀり⤌ࢇだ。 

 

㸰－㸯㸬最新情報のᥦ౪ 

最新の関連情報を発ಙするのを目的に「JST⧄⥔࢛ࣇーラ࣒」を、௨ୗの通り 7ᅇ㛤ദした。 

ձ「生活をᨭえる高性能・高機能⧄⥔の現状とᑗ来」㸦2007年 10᭶ 12日㸾金ἑᕷ） 

ղ「ࢼノ࢓ࣇイバーの㛤発とᛂ用㹼最㏆の状ἣ㹼」㸦2008年 9᭶ 26日㸾金ἑᕷ）    

ճ「⧄⥔がᣅくḟୡ代機能ᮦ料とその周辺」㸦2009年 2᭶ 18日㸾⚟井ᕷ㸹ࢧテライト⁠㈡の௻画に༠ຊ）    

մ「感性と機能のデザイン」          㸦2009年 10᭶ 16日㸾能⨾ᕷ）    

  ేタ「⑌㉮する࢓ࣇイバー」展㸦日本科学未来㤋ᡤ蔵э現ᅾ ಙᕞ大学ᡤ蔵）   

յ「－ᣐⅬの活性化に向けて－ ࢼノ࢓ࣇイバー࡬のᮇᚅ」㸦2011年 1᭶ 21日㸾高ᒸᕷ） 

ն「－ᣐⅬの活性化に向けて－ Ⅳ⣲⧄⥔」合ᮦによるイノ࣋ーࣙࢩン」㸦2011年 1᭶ 28日㸾金ἑᕷ） 

շ「カー࣎ン⧄⥔の新しい用㏵」        㸦2011年 10᭶ 4日㸾金ἑᕷ） 

 ὀ㸸ճ、մ、յ、նは ࢧテライト⁠㈡とのඹദ行事としてᐇ᪋。 

 関ᮾ・関すᅪཬࡧ໭㝣ᆅ域の௻業、公タヨ研究者、大学ᩍဨ、行ᨻ担ᙜ者など毎ᅇ 100ྡ㏆くの参ຍ

者を得た。特にնでは、ண᝿を㉸え 200ྡ㏆い参ຍ者を得た。㸦ఱれも参ຍ者は ⏘㸸学ᐁ㸻65:35のẚ

⋡）ㅮᖌには、全ᅜの௻業の現役研究者、公タヨ・大学の研究者を౫㢗し、最新の情報㸦ᅜ内外の研究

動向、ᅜ内の㛤発౛をྵめた）をᥦ౪して㈔うことで、参ຍ者の‶足ᗘは高かったようである。ఱれも、

ㅮ₇ᚋの交流会あるいは㞧ㄯ時に、ᆅ域内の௻業とㅮ₇者の間で、ࢧンプルᥦ౪、評価、ຍ工౫㢗など、

⏘学連ᦠ、⏘⏘連ᦠに⧅がった౛もあった。特に「カー࣎ン⧄⥔」関連では、日本がୡ⏺のトップ࢙ࢩ

アーを༨める⣲ᮦをなࢇとか౑ってࡳたい・・とする௻業の⯆࿡を集めた。 

 

㸰－㸰㸬ᆅ域を㊬いだコーディネート㸦ᗈ域࣐ッチング）活動 

 ඛにも㏙࡭た通り、ࢩーࢬのᖜだしを≺い、プラザ、ࢧテライトのᡤ⟶༊域を㉺えての࣐ッチング活

動にもὀຊした。その事౛を♧す。࢜ール JST の᭷するࢩーࢬと௻業ࢽーࢬとの࣐ッチング活動の➨ 1

Ṍである。 

 
 

㸰－㸱㸬高ᑓとの連ᦠ、ᑠつᶍ大学のᨭ᥼ 

 大学のࡳならず、ᆅ域の中ᑠ௻業と一␒⧅がりの῝い高ᑓ、୪ࡧにコーディネータを配⨨していない

ᑠさな大学(短ᮇ大学など)のᨭ᥼にもྲྀり⤌ࢇだ。 

 特に高ᑓと JSTは連ᦠ༠定を⥾結したこともあり、集中的にᨭ᥼を行った。ᩍ⫱に重Ⅼが⨨かれてい

る高ᑓのඛ生方は、研究活動に関しては、ఱかとࣁンディもあるが、⇕意のあるඛ生にはᛂえようと、

౛㸸「⧄⥔高分子」関連ࢩーࢬ 
ձ 2007㹼2009 年ᗘの JST 発᥀ヨ験᥇ᢥ全ࢬーࢩ 4500

課題を調査㸦タイトルと公⾲された研究ᡂ果ᴫ要を調

査） 
ղ ⧄⥔関連課題 25 件を抽出э内容調査 
ճ ࣐ッチング出来そうな課題 12 件に⤠り㎸ࡳ、研究者

と㠃ㄯして᭦に内容調査㸦担ᙜྛプラザ、ࢧテライト

に連⤡し஢ゎを得て㠃ㄯ調査。研究内容と研究者のே

≀ീを確認） 
մ 研究者の意向・஢ゎのもと、⧄⥔௻業の研究௻画部門

に⤂௓ 
յ ௻業ഃが⯆࿡を♧せࡤ、研究者のもとに同行して⤂௓ 
ն ඹ同研究や᭦なる➇த的資金⋓得࡬のᨭ᥼ 
        
この活動を通して 10 件がḟステップ㸦ඹ同研究、➇த的

資金⋓得など）に⧅がり、ᡂຌ事౛とゝえるᡂ果を得た。 
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ずは「⧄⥔࢛ࣇーラ࣒」というᙧで、最新の情報をᥦ౪することから始めた。 

 ⧄⥔⏘業では、ඛにも㏙࡭たとおり、新⯆ᅜの㏣い上ࡆで、定␒ရには຾負の㨩ຊは↓く、高௜ຍ価

್ရ、高機能ရもしくは⏘業用㏵にまだ㛤発の㨩ຊがあることがุっていたので、自㌟の⤒験もྵめ、

ඛずはそこからྲྀり⤌ࢇだ。 

 

㸰－㸯㸬最新情報のᥦ౪ 

最新の関連情報を発ಙするのを目的に「JST⧄⥔࢛ࣇーラ࣒」を、௨ୗの通り 7ᅇ㛤ദした。 

ձ「生活をᨭえる高性能・高機能⧄⥔の現状とᑗ来」㸦2007年 10 ᭶ 12 日㸾金ἑᕷ） 

ղ「ࢼノ࢓ࣇイバーの㛤発とᛂ用㹼最㏆の状ἣ㹼」㸦2008年 9᭶ 26 日㸾金ἑᕷ）    

ճ「⧄⥔がᣅくḟୡ代機能ᮦ料とその周辺」㸦2009年 2᭶ 18日㸾⚟井ᕷ㸹ࢧテライト⁠㈡の௻画に༠ຊ）    

մ「感性と機能のデザイン」          㸦2009年 10᭶ 16 日㸾能⨾ᕷ）    

  ేタ「⑌㉮する࢓ࣇイバー」展㸦日本科学未来㤋ᡤ蔵э現ᅾ ಙᕞ大学ᡤ蔵）   

յ「－ᣐⅬの活性化に向けて－ ࢼノ࢓ࣇイバー࡬のᮇᚅ」㸦2011年 1᭶ 21 日㸾高ᒸᕷ） 

ն「－ᣐⅬの活性化に向けて－ Ⅳ⣲⧄⥔」合ᮦによるイノ࣋ーࣙࢩン」㸦2011年 1᭶ 28日㸾金ἑᕷ） 

շ「カー࣎ン⧄⥔の新しい用㏵」        㸦2011年 10᭶ 4日㸾金ἑᕷ） 

 ὀ㸸ճ、մ、յ、նは ࢧテライト⁠㈡とのඹദ行事としてᐇ᪋。 

 関ᮾ・関すᅪཬࡧ໭㝣ᆅ域の௻業、公タヨ研究者、大学ᩍဨ、行ᨻ担ᙜ者など毎ᅇ 100ྡ㏆くの参ຍ

者を得た。特にնでは、ண᝿を㉸え 200ྡ㏆い参ຍ者を得た。㸦ఱれも参ຍ者は ⏘㸸学ᐁ㸻65:35のẚ

⋡）ㅮᖌには、全ᅜの௻業の現役研究者、公タヨ・大学の研究者を౫㢗し、最新の情報㸦ᅜ内外の研究

動向、ᅜ内の㛤発౛をྵめた）をᥦ౪して㈔うことで、参ຍ者の‶足ᗘは高かったようである。ఱれも、

ㅮ₇ᚋの交流会あるいは㞧ㄯ時に、ᆅ域内の௻業とㅮ₇者の間で、ࢧンプルᥦ౪、評価、ຍ工౫㢗など、

⏘学連ᦠ、⏘⏘連ᦠに⧅がった౛もあった。特に「カー࣎ン⧄⥔」関連では、日本がୡ⏺のトップ࢙ࢩ

アーを༨める⣲ᮦをなࢇとか౑ってࡳたい・・とする௻業の⯆࿡を集めた。 

 

㸰－㸰㸬ᆅ域を㊬いだコーディネート㸦ᗈ域࣐ッチング）活動 

 ඛにも㏙࡭た通り、ࢩーࢬのᖜだしを≺い、プラザ、ࢧテライトのᡤ⟶༊域を㉺えての࣐ッチング活

動にもὀຊした。その事౛を♧す。࢜ール JST の᭷するࢩーࢬと௻業ࢽーࢬとの࣐ッチング活動の➨ 1

Ṍである。 

 
 

㸰－㸱㸬高ᑓとの連ᦠ、ᑠつᶍ大学のᨭ᥼ 

 大学のࡳならず、ᆅ域の中ᑠ௻業と一␒⧅がりの῝い高ᑓ、୪ࡧにコーディネータを配⨨していない

ᑠさな大学(短ᮇ大学など)のᨭ᥼にもྲྀり⤌ࢇだ。 

 特に高ᑓと JSTは連ᦠ༠定を⥾結したこともあり、集中的にᨭ᥼を行った。ᩍ⫱に重Ⅼが⨨かれてい

る高ᑓのඛ生方は、研究活動に関しては、ఱかとࣁンディもあるが、⇕意のあるඛ生にはᛂえようと、

౛㸸「⧄⥔高分子」関連ࢩーࢬ 
ձ 2007㹼2009 年ᗘの JST 発᥀ヨ験᥇ᢥ全ࢬーࢩ 4500

課題を調査㸦タイトルと公⾲された研究ᡂ果ᴫ要を調

査） 
ղ ⧄⥔関連課題 25 件を抽出э内容調査 
ճ ࣐ッチング出来そうな課題 12 件に⤠り㎸ࡳ、研究者

と㠃ㄯして᭦に内容調査㸦担ᙜྛプラザ、ࢧテライト

に連⤡し஢ゎを得て㠃ㄯ調査。研究内容と研究者のே

≀ീを確認） 
մ 研究者の意向・஢ゎのもと、⧄⥔௻業の研究௻画部門

に⤂௓ 
յ ௻業ഃが⯆࿡を♧せࡤ、研究者のもとに同行して⤂௓ 
ն ඹ同研究や᭦なる➇த的資金⋓得࡬のᨭ᥼ 
        
この活動を通して 10 件がḟステップ㸦ඹ同研究、➇த的

資金⋓得など）に⧅がり、ᡂຌ事౛とゝえるᡂ果を得た。 
 

ᤵ業・クラࣈ活動ᚋのኤ方にㄝ明会、ಶ別相ㄯ会を㛤ദし、ࢩーࢬ発᥀ヨ験、A-STEP࡬のᛂເᩘを増や

し、結果として᥇ᢥᩘ増に結ࡧ௜いた。特にᐩ山高ᑓは全ᅜ高ᑓ中でも᥇ᢥ件ᩘでは、トップ 3内に఩

⨨するまでになった。また、➇த的資金に↓⦕であったᐩ山短ᮇ大学でも、ᆅ域特⏘≀・つ᱁外ရの᭷

ຠ活用に関する研究を行いたいというඛ生とᕠり合い、ࢩーࢬ発᥀ヨ験、A-STEP᥇ᢥで研究活動をᨭ᥼

した。そのᡂ果を活かす࡭く、⏘ᆅ自἞యၟ工課をᕳき㎸ࢇだ結果、ᆅඖ発の新ၟရとして኎り出し、

ዲ評を得ている。パイはまだᑠさいが、ᡂ果が目に見えるᙧになった、ᆅ域活性化の一౛ではないだろ

うか。 

 

㸱㸬᚟⯆ಁ㐍センター・㒆山事務ᡤでの活動 

 㸦社）ᮾ໭⤒῭連合会を始めとする⏘業・⤒῭ᅋయや自἞యとの連ᦠのもと、被⅏ᆅ⏘学ඹ同研究ᨭ

᥼や、全ᅜの大学等のᢏ⾡ࢩーࢬの⫱ᡂᙉ化による被⅏ᆅ௻業࡬のᢏ⾡⛣㌿ಁ㐍等を⥲合的にᐇ᪋する

ことで、全ᅜの大学等のᢏ⾡ࢩーࢬを被⅏ᆅ௻業においてᐇ用化し、被⅏ᆅ⤒῭の᚟⯆ಁ㐍に㈉献する

ことを目的に、ࢩーࢬとࢽーࢬの࣐ッチングを行う、࣐ッチングプランࢼーをྛ事務ᡤに配⨨し、ᨭ᥼

する事業がスタートした。࣐ッチングプランࢼーには、ᚑ来のプラザ、ࢧテライトに配⨨されていた科

学ᢏ⾡コーディネータより、一Ṍ㋃ࡳ㎸ࢇだᙧで、研究者、௻業㛤発者とより῝く連ᦠし、ᥦ᱌、研究

計画の調ᩚ、᭦には研究㛤発の㐍䬖⟶理を担うことがồめられている。 

 ᚟⯆ಁ㐍プログラ࣒㸦࣐ッチングಁ㐍）のスキー࣒はୗᅗの通りである。 
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 ⚟ᓥ┴ではึめての JST事務ᡤの㛤タである。これまでは JSTイノ࣋ーࣙࢩンプラザᐑᇛ㸦௝ྎᕷ）

が、⚟ᓥ┴を担ᙜしていたが、௻業࡬の認知ᗘはどࡕらといえࡤ低く、プログラ࣒の⤂௓を中心とした

事業ㄝ明会を精ຊ的に㛤ദすることから、活動が始まった。 

4/16 㒆山事務ᡤ事業ㄝ明会㸦㸾⚟ᓥ┴ࣁイテクプラザ） 

5/10 䭉ᇛ┴事業ㄝ明会㸦㸾䭉ᇛ┴工業ᢏ⾡センター） 

5/11  いࢃきᆅ༊事業ㄝ明会㸦㸾いࢃき明ᫍ大学） 

5/14 いࢃきᆅ༊事業ㄝ明会㸦㸾⚟ᓥ高ᑓ） 

5/18 ┴༡ᆅ༊事業ㄝ明会㸦㸾白Ἑᕷ❧ᅗ書㤋） 

5/23 事業ㄝ明㸦㸾ᮾ㑥㖟行法ேႠ業部） 

5/28 会ὠᆅ༊事業ㄝ明会㸦㸾会ὠ生ᾭ学⩦センター） 

5/31 喜多方ᆅ༊事業ㄝ明会㸦㸾喜多方プラザ文化センター） 

6/8  事業ㄝ明会㸦㸾ᖖ㝧㖟行） 

6/29 A-STEP事業ㄝ明会にేദ㸦㸾⚟ᓥ大学） 

7/17 㒆山ၟ工会㆟ᡤ事業ㄝ明会㸦㸾㒆山ၟ工会㆟ᡤ） 

 この他にも、要ㄳにᛂじて、ྛ種研究会、交流会等࡬の参ຍ、研究機関からの要ㄳで研究者の手が✵

く、ኤ方にಶ別相ㄯ会を㛤ദするなど、᥀り㉳こしにດめた。 

 これらを通じ、認知ᗘも上がり、➨ 1ᅇࠏษであった 6᭶ 25日までに、150件を㉸える⏦ㄳ相ㄯがᐤ

せられた。ᐇ㝿にᛂເ⏦ㄳがなされたのは、その 1/3⛬ᗘであった。本ண✏のᇳ➹時は、➨ 2ᅇࠏษ㸦9

᭶ 25日）に向けて、⏦ㄳに向けたやりྲྀりも最⤊調ᩚのẁ㝵にある。本年ᗘは、➨ 3ᅇࠏษを 12᭶も

しくは 1᭶に行うண定である。௒も、新つの相ㄯもあり、関心は⥅続しているとᛮࢃれる。 

 ➨ 1ᅇࠏษに向けた、相ㄯ内容をヲしく見てࡳると、相ㄯ௻業の❧ᆅᆅ域別๭合、ཬࡧᢏ⾡内容別๭
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合はୗᅗの通りである。 

 
 ᆅ域別では、やはり⚟ᓥ┴が多く、内ヂを見ると、௻業の❧ᆅᩘにも関ಀするが、中通りᆅ༊が一␒

多く、ḟいで὾通りᆅ༊、会ὠᆅ༊が同⛬ᗘである。䭉ᇛ┴が 2␒目に多い。 

 分㔝別では、同じ被⅏ᆅとゝっても、やはり⚟ᓥ┴の特Ṧ事情を཯ᫎした相ㄯが多い。ᨺᑕ⥺の 定

ᢏ⾡、機ჾに関する相ㄯから㝖ᰁに関ࢃるものまで、ᐇに様々な相ㄯがᐤせられた。大ᆺの土ᮌ工事的

な課題から、⾤の科学者(ࢽ࣐ア)がᥦၐするものまで・・。科学的᰿ᣐにஈしいものは、⏦ㄳを㐲慮㢪

うように働きかけるというⱞ労もあった。特に㝖ᰁは、⚟ᓥ┴にとってᚲ要୙可Ḟの課題であるが、௬

に JSTのᨭ᥼で研究㛤発を行い、ᡂ果を上ࡆても、環境┬の㝖ᰁ࢞イドラインに㐺合しない㝈り、現場

で᥇用されることがないことも事ᐇであり、「研究Ѝᐇ用化」の஋㞳が大きいというジレン࣐を感じた。 

 また、原発に㏆いᆅ域の௻業は、๰業のᆅを㏣ࢃれ、⏘学連ᦠによる㛤発研究よりも、どこに௬の事

業ᡤをタ⨨するかの方が重要事項とゝうところ少なくなかった。しかしながら、➨ 1ᅇの᥇ᢥ課題を見

て、これなら自分のところも・・とᛮࢃれたのか、཮ⴥ⏫、㣤㤋ᮧにあった௻業が、㑊㞴ඛで௬の事業

ᡤを෌㛤し、新しい事業もྵめて⏘学連ᦠでྲྀり⤌ࡳたい・とゝう相ㄯも増えつつある。中ᑠから㞽⣽

とゝࢃれる௻業が多く、可能性ヨ験から始めたい・・というのも一つの特ᚩである。 

➨ 1ᅇࠏษに⏦ㄳされた課題の、ᢏ⾡ࢩーࢬの出ᡤ㸦研究機関）を見ると、ୗ⾲の通りである。 

◊✲ᶵ㛵のシー䝈（上位）
◊✲ᶵ㛵 ௳数

⏘ᴗ⥲合ᢏ⾡◊✲ᡤ 12

ᮾ໭大Ꮫ 10
᪥ᮏཎ子力◊✲㛤Ⓨᶵᵓ 8
⚟ᓥ┴䝝イテクプラ䝄 7
᪥ᮏ大Ꮫ 7
嚕ᇛ┴ᕤᴗᢏ⾡セン䝍ー 7
いわき᫂ᫍ大 6
嚕ᇛ大Ꮫ 6  
㸨᥇ᢥ課題は、JST ᚟⯆ಁ㐍センターの HP に公⾲されている㸦http://www.jst.go.jp/fukkou/）ので、

ここでは๭ឡする。 

  

 研究者のࢩーࢬを๓㠃に出し、ఱとか研究費を⋓得したいという⏦ㄳから、௻業ࢽーࢬをゎỴし┿に

᚟⯆に⧅ࡆたい・・という⏦ㄳまで、スタンスは様々であるが、ఱれの場合も、プランࢼーとして、心

᥃けたのは、ձඛず、担ᙜ者に会い、ேを知ること ղḟいで、現場㸦大学等では研究室・ᐇ験室）を、

௻業では関ಀする現場を見学し、ࢽーࢬを理ゎするし、本Ẽᗘを確認することからスタートした。 

労をམࢃず、ࣇットワーク軽く行動し、研究者・担ᙜ者と㠃ㄯし研究内容のࡳならずேをⰋく知るこ

とが、この種のコーディネート、࣐ッチング活動の上では重要なことであることは間㐪いない。 

 ௒ᅇ᥇ᢥされた課題が、計画通り㐍䬖し、๓ಽしでᡂ果が生まれ、一日も᪩い᚟⯆に結ࡧつくよう、

足しࡆく通い、ᨭ᥼することも重要であるとᡄめている。 
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㸨JSTᆅ域事業 15年ྐ㸦ᖹᡂ 23 年 3᭶ 31日、JSTイノ࣋ーࣙࢩン᥎㐍本部、⏘学連ᦠ展㛤部発行） 
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໚論、この࡯かにも、ᆅඖの高等ᑓ門学ᰯ(⚟ᓥ高ᑓ、䭉

ᇛ高ᑓなど)の࡯か、公タヨ(⚟ᓥ┴㎰業⥲合センターな

ど)、㐲くは、໭஑ᕞᕷ❧大、ᗈᓥ大、┴❧ᗈᓥ大学、໭㝣

ᆅ༊の大学など、また㏆くではᏱ㒔ᐑ大、ᮾிᆅ༊の大学

など、全ᅜにΏっており、被⅏ᆅ域外にも、᚟⯆をᨭ᥼し

たいという意ᛮがᗈがっていることがⰋくุる。 




